
 1 

入  札  説  明  書 

 

寿第二水源地施設更新工事（機械設備・電気計装）（以下「本工事」という。）に係る令和８

年防府市上下水道局告示第１２号（以下「告示」という。）に基づく入札については、関係法令

に定めるもののほか、この入札説明書によるものとする。 

 

１  告  示  日     令和８年１０月２０日 

２  発 注 者     防府市上下水道事業管理者  白 井 智 浩 

３  担  当  課     〒７４７－０８４１ 山口県防府市仁井令町１３番１号 

                    防府市上下水道局財務課入札検査室 

                    電話 ０８３５－２３－２６２８ 

                    ﾌｧｯｸｽ ０８３５－２５－２２６９ 

４  工事内容等 

  (1) 工事番号    改良第３号 

(2) 工 事 名     寿第二水源地施設更新工事（機械設備・電気計装） 

  (3) 工事場所     防府市寿町２－１３ 

  (4) 工事内容 

工   事   内   容 

寿第二水源地施設更新工事（機械設備・電気計装）一式 

  (5) 工  期      本契約成立の日の翌営業日から令和１０年３月１５日まで 

５  入札参加資格 

   告示の二に規定する入札参加資格の要件（概要は下記のとおり）をすべて満たしているも

のであること。 

【入札参加資格の概要】 

入 札 参 加 者 の 要 件                 要件の確認に要する書類 
 

共
同
企
業 

 

体
の
要
件 

 
 

①  地方自治法施行令第１６７条の４第１項各号のいず

れかに該当する者又は同条第２項各号のいずれかに該

当して一般競争入札に参加させないこととされている

者及びその者を代理人、支配人その他の使用人若しくは

入札代理人として使用する者でないこと。 

 

（2） 
構

成

員

の

共

通

要

件 

 

 

 

 

①   地方自治法施行令第１６７条の４第１項各号のいず

れかに該当する者又は同条第２項各号のいずれかに該

当して一般競争入札に参加させないこととされている

者及びその者を代理人、支配人その他の使用人若しくは

入札代理人として使用する者でないこと。 

 

②  電気工事業で令和７・８年度の防府市建設工事等入札

参加資格を有する建設業者であること。 

 

③   申請書等の提出期限の日から開札の時までの期間に、

防府市上下水道局発注工事等請負契約に係る指名停止

等措置要綱及び防府市工事等請負契約に係る指名停止

等措置要綱に基づく指名停止を受けていないこと。 

 

(1) 
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（2） 

構

成

員

の

共

通

要

件 

④   電気工事業の許可を有しての営業年数が５年以上で

あること。 

 

⑤  ２社による共同企業体で最低出資比率が３０％以上

であること。 

共同企業体協定書の写し 

⑥   本工事における他の共同企業体の構成員でないこと。 
 

⑦  入札に参加しようとする者の間（本工事における他の 

共同企業体の構成員との間）に資本関係及び人的関係が 

ないこと。 

 

⑧ 本工事に係る設計業務等の受注者又は当該受注者と

資本若しくは人事面において関連がある建設業者でな

いこと。（受注者：㈱巽設計コンサルタント） 

 

⑨ 直近の経営事項審査の電気工事の年間平均完成工事

高が、２，０００万円以上であること。 

 

⑩ 過去１０年間（平成２８年４月１日以降）に、元請負

人（共同企業体の場合は出資比率が２０％以上のものに

限る。）として国、地方公共団体等が発注した電気工事

を施工した実績を有していること。 

施工実績調書 

 

(3) 

代 

表 

者 

の 

要 

件 

①  特定建設業の許可（電気工事業に係るものに限る。）

を受けていること。 

特定建設業許可通知書の

写し 

② 直近の経営事項審査の電気工事の総合評定値が、１，

１００以上であること。 

総合評定値通知書の写し 

③ 入札参加希望者と直接かつ恒常的な３か月以上の雇

用関係があり、電気工事業に係る監理技術者資格者証の

交付を受け、かつ、監理技術者講習を受講した監理技術

者を本工事の工事現場に専任で配置できること。 

  なお、申請書の提出時に配置予定技術者が特定できな

い場合は、本工事の契約日までに確定することを条件と

して、複数（３人を限度）の技術者を記載することを認

める。 

主任技術者（監理技術者）

の資格・工事経験調書  

 

※監理技術者資格者証の

写し及び監理技術者講習

修了証の写しを添付する

こと。 
 
 

代
表
者
以
外 

の
者
の
要
件 

① 直近の経営事項審査の電気工事の総合評定値が、市内

建設業者(市内に主たる営業所を有する建設業者)にあ

っては、７００以上、準市内建設業者（市内に営業所等

を有し、かつ、法人市民税が課税されている建設業者）

及び市外建設業者にあっては、１，０００以上であるこ

と。 

総合評定値通知書の写し 

② 入札参加希望者と直接かつ恒常的な３か月以上の雇

用関係があり、電気工事業に係る主任技術者を本工事の

工事現場に専任で配置できること。 

  なお、申請書の提出時に配置予定技術者が特定できな

い場合は、本工事の契約日までに確定することを条件と

して、複数（３人を限度）の技術者を記載することを認

める。 

主任技術者（監理技術者）

の資格・工事経験調書 

６  入札参加資格の審査等 

(4) 
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(1)  本工事の入札に参加することを希望する者は、次に掲げる申請書等を提出し、入札参加

資格の審査を受けなければならない。 

     なお、提出期限までに申請書等を提出しなかった者又は審査の結果入札参加資格を有  

  しないと認めた者は本工事の入札に参加することができない。 

① 入札参加資格確認申請書（第１号様式） 

② 共同企業体協定書の写し（第２号様式） 

③ 委任状（第３号様式） 

④ 使用印鑑届（第４号様式） 

⑤ 特定建設業の許可通知書の写し（代表者のみ） 

⑥ 総合評定値通知書の写し（令和８年１０月１９日までに通知を受けたもののうち直近の

もの） 

⑦ 施工実績調書（第５号様式） 

⑧ 主任技術者（監理技術者）の資格・工事経験調書（第６号様式） 

⑨ 監理技術者が登録講習を受講した者であることを証する書面 

⑩ 電気工事業の許可を有しての営業年数が５年以上あることが確認できる書類（更新前の

建設業許可証明書の写し等） 

(2) 提出方法 

① 提出期限   令和８年１１月２日 午後５時 

② 提出場所   ３に同じ 

③ 申請書等の提出は、防府市電子入札システムを使用して提出する。 

(3) 入札参加資格の審査は、申請書等の提出期限をもって行うものとし、防府市電子入札シ

ステムにより、競争参加資格確認通知書を発行するものとする。 

(4) その他  

① 申請書等の作成及び提出に係る費用は、提出者の負担とする。 

② 防府市上下水道事業管理者は、提出された申請書等を入札参加資格の審査以外に提出者

に無断で使用しない。 

③ 提出された書類は、返却しない。 

④ 提出期限以降における申請書等の差し替え及び再提出は、認めない。 

７ 入札参加資格を有しない者と認めた者に対する理由の説明 

(1)  入札参加資格の審査の結果、入札参加資格を有しない者と認めた理由について、次に従

い書面（様式は自由）により説明を求めることができる。 

    ① 提出期限   令和８年１１月１０日 午後５時 

    ② 提出場所   ３に同じ 

    ③ 土曜日、日曜日及び祝日を除く日にＦＡＸ送信又は持参により提出すること。 

(2)  説明を求められた場合には、令和８年１１月１２日までに説明を求めた者に対し書面に

より回答する。 

８ 設計図書の縦覧 

 (1) 閲覧期間 令和８年１０月２０日から同年１１月１８日まで 

(2) 閲覧場所 ３に同じ 

９ 設計図書の頒布 

(1) 頒布方法 防府市入札情報公開システムからダウンロード 

(2) 頒布期間 令和８年１０月２０日から同年１１月１８日まで  

(3) そ の 他 設計図書の頒布は入札参加希望者に限る。入札参加希望者は次に従い、事前

に設計図書パスワードの照会を行い、パスワードを取得すること。不明な点
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等がある場合は、防府市上下水道局入札検査室まで問い合わせること。 

  ① パスワード照会期間 令和８年１０月２０日から同年１１月２日午後５時まで 

  ② 提出場所 ３に同じ 

  ③ 提出方法 土曜日、日曜日及び祝日を除く日にＦＡＸ送信又は持参により提出すること。 

  ④ 留意事項 パスワードの回答は入札検査室が適正なパスワード照会書を受理した翌開

庁日に回答する。 

入札参加申請書等の提出期限等を考慮の上、パスワードの照会を行うこと。 

設計図書は公開期間後はダウンロードが出来ないため、公開期間中にダウン 

ロードした設計図書は各自で保管すること。 

10 設計図書に対する質問 

  (1) 設計図書に対する質問がある場合においては、次に従い書面により提出（ＦＡＸ可）す

ること。 

    ① 期    間   令和８年１０月２１日から同年１１月２日午後５時まで 

    ② 提出場所   ３に同じ 

    ③ 提出書類   入札検査室に備え付けの工事内容質問書または防府市上下水道局ホームペ

ージ（http://www.city.hofu.yamaguchi.jp/site/jougesui/）からダウン

ロードした工事内容質問書によること。 

  (2) 質問に対する回答表は、次のとおり閲覧に供する。 

① 期    間   令和８年１１月５日から同月１７日まで 

② 閲覧場所   ３に同じ（防府市入札情報公開システムにも掲載） 

11  入札方法等 

(1) 入札方法   電子入札 

(2) 提出期限  令和８年１１月１６日午前８時３０分から同月１７日午後５時まで 

(3) 開札日時  令和８年１１月１８日午前１０時 

(4) 開札場所  防府市上下水道局入札検査室 

(5) 落札者の決定方法 

  防府市上下水道局会計規程第１１３条第１項及び第２項の規定に基づき定められた予定

価格の制限の範囲内で最低価格をもって有効な入札を行った者を落札者とする。ただし、

当該入札価格ではその者により当該契約の内容に適合した履行がされないおそれがあると

認めるとき、又はその者と契約を締結することが公正な取引の秩序を乱すこととなるおそ

れがあって著しく不適当であると認めるときは、その者を落札者とせず、予定価格の制限

の範囲内の価格をもって入札した他の者のうち、最低の価格をもって入札した者を落札者

とすることがある。 

12 工事費内訳書の提出 

入札書を提出する際に、工事費内訳書についても提出すること。 

13 入札保証金  免除する。 

14 契約保証金 

  契約金額の１００分の１０以上の契約保証金を納付すること。ただし、国債（利付国債に

限る。）の提供又は金融機関若しくは公共工事の前払金保証事業に関する法律第２条第４項

に規定する保証事業会社の保証をもって契約保証金の納付に代えることができる。また、債

務の履行を保証する公共工事履行保証証券による保証又は債務の不履行により生じる損失

をてん補する履行保証保険契約を締結した場合は、契約保証金の納付を免除する。 

15 無効入札 

  次のいずれかに該当する入札は無効とする。 
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 (1) 入札参加資格のない者がした入札 

 (2) 紙入札で参加した場合で、入札書記載の価格、氏名その他の事項を確認できない入札 

 (3) 紙入札で参加した場合で、入札書記載の価格を加除訂正した入札及び記名押印のない入

  札 

 (4) 同一の入札者が、同一事項に２通以上の入札をした入札 

 (5) 紙入札参加承認を得ていない者が行った紙入札又は「電子入札における紙入札手順」に定

める手順に違反した紙入札 

 (6) ＩＣカードの不正使用等をした者が行った入札 

 (7) 代表者等が変更になっているにもかかわらず、変更前の代表者等のＩＣカードを使用した

入札 

 (8) 不正の目的をもってＩＣカードを使用した入札 

 (9) 談合その他の不正の行為があったと認められる入札 

(10) その他入札に関する条件に違反した入札 

16 その他入札に関する事項 

(1)  入札書を提出後は、引き換え又は撤回することができない。 

(2)  落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の１００分の１０に相当す

る額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨

てた金額）をもって落札価格とするので、入札者は消費税及び地方消費税に係る課税事

業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積もった契約金額の１１０分の１００に

相当する金額を入札書に記載すること。 

(3)  落札となるべき同価の入札をした者が２人以上あるときは、くじにより落札者を決定す

る。 

(4)  入札に際し、入札書記載金額に対応した工事費内訳書を提出すること。なお、工事費内

訳書が添付されていない入札は無効とする 。 

(5)  本入札は積算疑義申立て手続きの対象とする。積算疑義申立て手続きの結果、積算内容

に誤りがあり適切な契約とならない場合は入札を中止することがある。 

(6)  本入札は低入札価格調査制度を適用する。詳細は、設計図書の低入札調査制度に関する

留意事項を参照すること。 

17 契約書作成の要否等 

(1)  防府市工事請負契約標準第１号様式により契約書を作成するものとする。 

(2)  落札決定後、契約締結までの間に落札者が入札参加の資格制限、指名停止を受けた場合

は、契約を締結しない。 

18  支払条件 

 (1) 前払金 

請負金額に４割を乗じた額以内（１０万円未満の端数があるときは、これを切り捨てる。） 

(2) 中間前払金 

請負金額に２割を乗じた額以内（１０万円未満の端数があるときは、これを切り捨てる。） 

(3) 部分払  

  無 

19 火災保険等付保の要否  要 

20  その他 

(1)  申請書等に虚偽の記載をした場合においては、防府市上下水道局発注工事等請負契約に

係る指名停止等措置要綱に基づく指名停止を行うことがある。 

(2)  落札者は、入札参加資格の確認書類として提出した配置予定の技術者を本工事の現場に
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配置すること。 

(3)  下請負業者（再下請負以降の下請負を含む。）には、本工事の入札参加業者（入札を辞

退した者を含む。）を使用することができないものとする。ただし、下請負代金の額（複

数の同一入札参加業者へ下請を発注する場合は、当該下請負代金の合計。）が請負代金の

額の３割を超えない場合は、この限りではない。 

  


